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５ プロジェクト第５号の取組 

⑴ 連携先  東京未来大学 心理学コンサルチーム 

⑵ プロジェクト名 

 「特別⽀援教育における ICT/遠隔技術を利⽤した巡回相談プロジェクト」 

⑶ 期間  令和３年８月～ 

⑷ プロジェクトの目的 

   ICT/遠隔技術を用いた特別支援教育における巡回相談モデルを作成し、総合教育

センター指導主事などとも連携し、より県下の教育実践支援が充実するよう支援を

行うことを目指す。  

 

⑸ プロジェクトの計画 

時期 取組内容 詳細 センターの関わり 

R3.2～5 特別支援学級の担任への

教職員支援 

 

Zoom 等を利用した遠隔

会議によるスーパービジ

ョンを実施  

 

地域の小中学校・高等

学校への協力依頼 

R3.6～8 タブレット端末を利用し

て、学級の状況の観察と

それに基づく遠隔巡回相

談活動の実施 

 

タブレットによる観察を

試行し、その方法の検討

を課題の洗い出し 

 

地域の小中学校・高等

学校への協力依頼。 

個人情報保護に関わる

助言 

 

R4.4 地域における巡回相談カ

ンファレンス 

 

地域の小中学校・高等学

校などを対象としたカン

ファレンスの実施 

 

地域の小中学校・高等

学校への協力依頼・リ

クルート  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   ▲プロジェクト第１段階についての流れ 
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⑹ これまでの取組 

  この特別支援教育における巡回相談での ICT/遠隔技術の活用を目的として、 1)特

別支援学級担任への遠隔スーパーバイズ、2)通常学級への巡回相談の代替としてのタ

ブレット による観察と相談活動の実施を行うものである。第 1 段階として、特別支

援学級の担任への教職員支援の一環として、Zoom 等を利用した遠隔会議 によるスー

パービジョンを実施する。この活動の中で、遠隔相談における相談方法の検討および

課題の洗い出しを行う。第 2 段階として、タブレット端末を利用した学級の状況の観

察とそれに基づく遠隔巡回相談活動 の実施を行う。特別支援教育における巡回相談で

は行動観察が必要となるが、児童生徒の行動場面を 観察することは専門性が求められ

る内容であるとともに、時間の調整等の負担も高い。それらを軽減するため、タブレッ

トによる観察を試行し、その方法の検討、課題の洗い出しを行う。 

  令和３年度は、第１段階の仕組みづくりについて、オンライン会議で協議し、令和

４年 2月から試験的にオンラインでの相談業務を開始する予定である。 

 

    ▼遠隔によるスーパービジョンのイメージ 

     

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


